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第２予算審査特別委員会（第３日目） 1 

H30.3.20 (火)10：00～ 2 

第 一 委 員 会 室 3 

開  会 ９：５８ 4 

委 員 長 おはようございます。ただいまから第２予算審査特別委員会を開会いたします。 5 

 委員動静報告 6 

委 員 長 ただいまの出席委員数は９名であります。 7 

 これより本日の会議を開きます。 8 

 議案第２号 平成30年度滝川市国民健康保険特別会計予算 9 

委 員 長 議案第２号 平成30年度滝川市国民健康保険特別会計予算について説明を求め 10 

ます。 11 

舘 部 長 （議案第２号を説明する。） 12 

原田課長 （議案第２号の詳細を説明する。） 13 

委 員 長 説明が終わりました。 14 

 これより関連議案第20号及び第27号を含め一括質疑に入ります。質疑ございま 15 

すか。 16 

舘  内     私からは２点ございます。178、179ページの２款１項１目保険給付費等交付金、 17 

２節特別交付金の保険者努力支援分がございますが、こちら２月の道新の記事 18 

に出ていたのですけれども、新しい財政支援制度が導入されるということで、 19 

特定保健指導の実施率や糖尿病などの重症化の予防の取り組みに応じて国が交 20 

付金を割り当てるというものなのですが、医療費の抑制が目的だと思うのです。 21 

これは市町村の健康づくりの施策の充実とか、また健康保険料の軽減にもつな 22 

がる仕組みというような内容の記事が書かれてあったのですが、こちらの保険 23 

者努力支援分1,229万8,000円は、本市にこれぐらいは割り当てられると想定し 24 

た額なのか。２つ目は、第３回国保運営協議会の中で引き上げ額の一部を一般 25 

会計から繰り入れることが提案されておりますけれども、この理由や経緯につ 26 

いてお聞きしたいと思います。 27 

大崎係長 私のほうから、保険者努力支援分1,229万8,000円は本市がこれくらいは割り当 28 

てられるだろうと想定した額かという問いに対してお答えさせていただきます。 29 

 保険者努力支援制度は、国民健康保険の都道府県化に伴い追加公費が投入され 30 

ることとなり、その一部について保険者が行う医療費適正化に向けた取り組み 31 

等に対して、インセンティブを付与する目的で交付されるものです。この制度 32 

は、平成30年度から本格的に実施されますが、既に平成28年度から前倒し分と 33 

して実施されており、滝川市へは平成28年度において372万2,000円が交付され、 34 

平成29年度においては623万8,000円が交付される予定です。平成30年度予算で 35 

1,229万8,000円と計上しておりますが、この額は道から示された数字です。国 36 

の資料によりますと、保険者努力支援制度の事業規模は平成29年度250億円、平 37 

成30年度500億円と倍増となっており、今年度の実績と事業規模の増加を踏まえ 38 

て、これくらいの割り当てが見込めるものとして示されたと認識しているとこ 39 

ろです。保険者努力支援制度で交付される額は、事業を行う支出に対する補助 40 

金や交付金とは異なり、保険税の財源になることから、より多くの交付金を獲 41 

得できるよう取り組みを推進していきたいと考えております。 42 

岩本課長補佐 第３回国保運営協議会で引き上げ額の一部を一般会計からの繰り入れとした理 43 

由と経緯について説明いたします。 44 
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 平成30年度からの都道府県単位化における納付金制度において歳入不足が見込 45 

まれたことと平成28年度からの赤字額の解消が必要とされたことから、納付金 46 

分と赤字解消分をあわせた形での税率改正をする必要が生じ、国保運営協議会 47 

に改正案を提案し、協議を重ねてまいりました。その結果、第２回運営協議会 48 

において急激な市民負担増への配慮ということで、一般会計からの繰り入れと 49 

赤字解消期間について検討すべきとの意見をいただきました。この意見を踏ま 50 

え、一般会計につきましては、その後財政当局と協議を重ね、一般会計財源と 51 

の兼ね合いの中で、最終的には赤字解消については解消額の２分の１である1,250 52 

万円を、納付金分につきましては保健事業費の一部である500万円の合計1,750 53 

万円を繰り入れてもらうこととしました。 54 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 55 

関  藤 １点だけ、今ご答弁いただいた内容とちょっと重複するかもしれませんが、176、 56 

177ページの一般被保険者国民健康保険税の内容かと思うのですが、多分常任委 57 

員会の資料でも出ていたかと思うのですが、今ご答弁があった1,750万円を一般 58 

会計から繰り入れる。被保険者の負担が3,750万円という内容になっていると思 59 

うのですが、国民健康保険の運営協議会でいろいろな意見が出されたというこ 60 

とで、その中で特に子育て世帯とか多子世帯に対する均等割の配慮的な意見と 61 

いうのは出されたのか、それだけ確認させていただきたい。 62 

原田課長 確かに子育て世帯にということで、運営協議会の中でそこを軽減してはどうだ 63 

という意見はいただきました。その後シミュレーションをして、要はそこに軽 64 

減するということになりますと、どこかに負担をかけざるを得ないということ 65 

になりますので、その数字を出して、委員さんの中で再度協議していただいて、 66 

これであればちょっと負担が偏るというお話しをした経緯はあります。 67 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 68 

（なしの声あり） 69 

委 員 長     それでは、質疑の留保はなしと確認してよろしいですか。 70 

（異議なしの声あり） 71 

委 員 長     以上で議案第２号、関連議案第20号及び第27号の質疑を終結いたします。 72 

         休憩をいたします。 73 

休  憩 １０：１９ 74 

再  開 １０：２０ 75 

委 員 長     休憩前に引き続き会議を再開いたします。 76 

 議案第５号 平成30年度滝川市後期高齢者医療特別会計予算 77 

委 員 長 議案第５号 平成30年度滝川市後期高齢者医療特別会計予算について説明を求 78 

めます。 79 

舘 部 長 （議案第５号を説明する。） 80 

委 員 長 説明が終わりました。 81 

 これより質疑に入ります。質疑ございますか。 82 

（なしの声あり） 83 

委 員 長     それでは、質疑はないということでございますので、質疑の留保はなしと確認 84 

してよろしいですか。 85 

（異議なしの声あり） 86 

委 員 長     以上で議案第５号の質疑を終結いたします。 87 

         本日まで３日間質疑を行ってまいりましたが、市長に対する総括質疑の留保は 88 
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なしと確認してよろしいですか。 89 

（異議なしの声あり） 90 

委 員 長     確認いたしましたので、以上で全ての質疑を終結いたします。 91 

         ここで暫時休憩します。再開は11時とします。 92 

休  憩 １０：２８ 93 

再  開 １０：５９ 94 

委 員 長     休憩前に続き会議を再開いたします。 95 

 討論 96 

委 員 長 これより討論に入ります。 97 

 討論順序については、初日に決定しておりますとおり、会派清新、会派みどり、 98 

新政会、公明党、日本共産党の順となります。 99 

 それでは最初に、会派清新、水口委員よりお願いいたします。 100 

水  口     会派清新を代表いたしまして、第２予算審査特別委員会に付託されました議案 101 

第２号から第８号並びに関連議案７件の全てを可とする立場で討論いたします。 102 

         平成30年度は、まち・ひと・しごと創生総合戦略と財政健全化が４年目を迎え、 103 

ふるさと納税の増加、自衛隊滝川駐屯地の改編による人口増など本市の将来に 104 

明るい兆しはありますが、一方で地方交付税の減少、収支不足による基金繰り 105 

入れなど、今後の財政運営は予断を許さない状況にあります。そのような中、 106 

予算編成に当たられました市理事者並びに職員の皆様に敬意を表しますととも 107 

に、新年度に向けて諸課題に対するより一層の取り組み強化をお願いいたしま 108 

す。 109 

         各特別会計、事業会計におきましては、健全経営に向け不断の努力をされてお 110 

りますが、介護保険、国民健康保険、後期高齢者医療において市民負担増とな 111 

っており、さらなる効率化が求められております。特に病院事業会計は、病院 112 

スタッフが一丸となり、健全経営に努力をされていることは理解をいたします 113 

が、医師の確保による医療環境の変化に的確に応え、赤字経営を解消していく 114 

体制づくりをより一層推進されますことをお願いし、会派清新の賛成討論とい 115 

たします。 116 

委 員 長     次に、会派みどり、山本委員。 117 

山  本 それでは、会派みどりを代表いたしまして、本委員会に付託されました平成30 118 

年度の議案第２号から第９号までの８件並びに関連議案第16号、第17号、第20 119 

号及び第27号から第29号について若干の意見を付して、賛成の立場で討論を行 120 

います。 121 

 国民健康保険特別会計、介護保険特別会計及び後期高齢者医療特別会計につい 122 

ては、少子高齢化が進む中、さらなる健全への努力が求められるが、市民の健 123 

康意識の向上は保険料増加を抑制することにつながるので、さらなる対策を求 124 

めます。 125 

 病院事業会計及び下水道事業会計については、市民ニーズに応えるとともに、 126 

さらなる健全運営の努力をしていただきたい。 127 

 土地区画整理事業につきましては、早期の工事終了と竣工後の周辺地区の再開 128 

発が円滑に進むことを期待したい。 129 

 以上、厳しい財政状況の中、予算編成をされた市理事者、職員に敬意を表する 130 

とともに、今後も市民ニーズに応えた市政運営を実行されることを期待し、会 131 

派みどりの討論といたします。 132 
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 以上です。 133 

委 員 長     次に、新政会、井上委員。 134 

井  上     新政会を代表して、第２予算審査特別委員会に付託されました平成30年度予算、 135 

関連議案第９号、第16号、第17号、第20号、第27号から第29号まで14件につい 136 

て可とする立場で討論をいたします。 137 

         初めに、大変厳しい財政状況の中、経費節減など無駄を省き、効率的かつ効果 138 

的な予算編成に尽力をされた市理事者並びに職員の皆さんに敬意を表します。 139 

         さて、平成30年度も厳しい財政状況が続く中、滝川市財政健全化計画、滝川市 140 

まち・ひと・しごと創生総合戦略をもとに、引き続き地方創生と財政健全化を 141 

両輪として進めていく必要があると考えます。これは、車に例えればブレーキ 142 

とアクセルの働きであります。どちらも重要であります。さて、本市が市制施 143 

行60年の年、行政、議会、力を合わせて滝川市を力強く前に進める必要がある 144 

と考えます。 145 

 以下、若干の意見を付して討論といたします。 146 

         病院事業会計、地域の基幹病院としての使命を果たすべく、滝川市立病院経営 147 

計画に基づき、日々努力されていることに敬意を表します。さて、滝川市立病 148 

院は４月から小児科診療の縮小が発表されたところであります。子供を持つ親 149 

御さんに動揺が走っております。また、市内の産婦人科医の廃業も取り沙汰さ 150 

れております。滝川市内では子供が産めないということが現実になってきてお 151 

ります。市民の不安が大きく広がっております。市立病院の医師、看護師の確 152 

保は、病院の健全経営の視点からも最重要な課題と考えます。理事者、病院、 153 

市内医療機関で連携を密にし、その解決に全力を挙げられたい。 154 

 もう一つ、公営住宅事業特別会計、市政執行方針において住宅ストック適正管 155 

理について今後10年を見据えた滝川市住生活基本計画、滝川市公営住宅長寿命 156 

化計画、滝川市公営住宅耐震促進計画が打ち出されました。いずれも非常に重 157 

要な政策と考えますが、地域政策的に考えるとその上位計画に滝川市総合計画、 158 

そして滝川市都市計画マスタープランがあります。その中で、都市核の一つで 159 

ある江部乙町と東滝川地区についていえば、公営住宅は非常に重要な位置を占 160 

めております。今回の予算審査において、この地区の公住の空き家率が非常に 161 

高いということが判明いたしました。今後住宅政策において地域政策的な視点 162 

を入れる必要が重要と考えます。この地域にとっては、長年培った地域コミュ 163 

ニティの崩壊につながる重要な問題であります。 164 

         以上を申し上げて、新政会を代表しての討論といたします。 165 

委 員 長 次に、公明党、三上副委員長。 166 

副委員長     公明党を代表し、第２予算審査特別委員会に付託されました議案第２号から第 167 

８号並びに関連議案を賛成の立場で討論いたします。 168 

         平成27年度から始まった財政健全化の歩みは、残り２年となりました。そのよ 169 

うな中での予算編成は、大変なご苦労があったことと思います。また、本年は 170 

市制施行60周年の節目の年であります。これまで築いてくださった先人たちの 171 

功績をたたえつつも、未来に向けて今をしっかり築いていかなければならない 172 

理事者、職員の皆様に敬意を表します。 173 

 以下、会計ごとに若干の意見を述べます。 174 

 国民健康保険特別会計、広域化のメリットを市民に説明するとともに、予防健 175 

康づくりを進めるための働きかけなどサービスの拡充に努めていただきたい。 176 
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         公営住宅事業特別会計、高層階に住む高齢者が１階から灯油ポリタンクを運ば 177 

なくてもいいように石油協会の協力と理解を図るべきであります。 178 

         介護保険特別会計、第７期の重点目標に掲げられている住民主体による地域に 179 

おける支え合いの仕組みづくりを急いでいただきたい。 180 

 病院事業会計、目標の医師数、看護師数を維持しながら、病院の経営計画に掲 181 

げられた目標値を追い続けていただきたい。 182 

 以上を申し上げて、公明党の討論といたします。 183 

委 員 長     最後に、日本共産党、舘内委員。 184 

舘  内     私は、日本共産党を代表し、第２予算審査特別委員会に付託されました平成30 185 

年度土地区画整理事業特別会計を否とする立場で、関連議案第16、17、28、29 186 

号を含む介護保険特別会計、病院事業会計、公営住宅事業特別会計、関連議案 187 

９号を含む下水道事業会計、関連議案第20、27号を含む国民健康保険特別会計、 188 

後期高齢者医療特別会計を可とする立場で討論を行います。 189 

         まず初めに、大変に厳しい財政状況の中で、市民生活を第一に行政運営に当た 190 

られた市長、理事者、職員の皆様に敬意を表します。 191 

         以下、若干の意見を付させていただきます。 192 

 まず、土地区画整理事業特別会計について述べます。既に工事が進み、完成近 193 

いということで質疑は行いませんでしたが、以下の理由で反対です。１、都市 194 

計画では引き続き３丁目通りの踏切の立体交差化などを含み時代に合わないこ 195 

と、２、工場以外の住宅や店舗も建てられると言いますが、市内の空き地はふ 196 

える一方であり、時代に逆行していること、３、将来にわたる維持管理、４、 197 

財政健全化計画の中での不要不急の観点から見て必要ないと思われることです。 198 

 次に、介護保険特別会計についてです。介護保険料が６回連続で引き上げられ 199 

ます。これによる市民負担は大変なものです。一方、介護給付費準備基金を約 200 

８割取り崩すことにより、値上げ幅を抑える努力がなされています。値上げ幅 201 

は、基準額で4,680円となりました。値上げするものに賛成することについては、 202 

日本共産党としても市民説明が求められます。市としても十分な市民説明と理 203 

解を得る取り組み、そして国に対して要望を強めることを求めます。また、今 204 

後は介護保険料を二度と引き上げないよう努められたい。 205 

 病院事業会計について、市立病院の努力には限界があることを考慮し、一般会 206 

計で支える準備を始められたい。医師の苛酷な勤務に対する対策を強化し、こ 207 

れ以上の医師、看護師不足のきっかけにならないよう配慮されたい。 208 

 公営住宅事業特別会計について、現在公営住宅は人気のある東町団地や緑町団 209 

地がある一方で、江部乙地域、東滝川地域の団地に関しては空き家が目立ちま 210 

す。市民の立場から考えてみますと、買い物や病院へのアクセスがよいか、悪 211 

いかで判断されていると思われます。また、今年度の東町団地第三期工事２億 212 

2,500万円、完成までの１戸当たりの建設費は2,500万円、緑町団地建替第三期 213 

工事２億2,800万円、完成までの１戸当たりの建設費は1,900万円です。郊外の 214 

団地の空き室が目立つ中、新しい団地の建設を進めることは、今後も江部乙、 215 

東滝川地域の団地の空室は埋まらない可能性が大きくなるのではないか。今後 216 

の公営住宅事業については、十分な検討を進められたい。 217 

 下水道事業会計、滝川市下水道経営計画戦略を予定どおり進めていただきたい。 218 

 国民健康保険特別会計、今回の値上げは国保の都道府県化に伴う道への納付金 219 

本算定結果の影響額年間3,000万円と、これまでの累積赤字２億5,000万円を10 220 
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年間で解消するもので、１年当たり5,500万円が原因です。これに対し、1,750 221 

万円を一般会計から繰り入れて、被保険者負担を3,750万円に緩和する内容にな 222 

っています。今回国民健康保険運営協議会の意見をほとんど取り入れた内容に 223 

なりました。意見としては、１、滝川市の賦課割合の過去５年平均をもとに算 224 

定すること、２、極端に偏ることなく、負担能力に応じて均等に引き上げるこ 225 

と、３、赤字解消期間について急激な市民負担増を考慮して平準化し、長期的 226 

に解消することを検討する、４、保険税への転嫁はやむを得ないが、一定部分 227 

を一般会計から繰り入れることを検討するなどです。同時に日本共産党が30年 228 

以上にわたり求めてきた繰り入れが実現することで、市民の負担増が緩和され 229 

ます。市民への周知は、介護保険料同様に日本共産党としても責任を持つこと 230 

が必要と考えております。 231 

 後期高齢者医療特別会計、第７期介護保険事業計画が始まりますが、第１号被 232 

保険者の介護保険料の算定の基礎となる介護保険料収納必要額を介護給付費準 233 

備基金の取り崩しにより介護保険料の上昇を抑制されたことは、被保険者の負 234 

担が軽くなったと思われます。今後の計画を予定どおり進められたい。 235 

         以上、日本共産党の討論といたします。 236 

委 員 長 以上で討論を終結いたします。 237 

 討論要旨につきましては、整理して、３月23日までに事務局へ提出してくださ 238 

い。 239 

 採決 240 

委 員 長 これより採決を行います。 241 

         反対討論のありました議案のうち 242 

         議案第６号 平成30年度滝川市土地区画整理事業特別会計予算 243 

 を挙手により採決いたします。 244 

         本案を可とすべきものと決することに賛成の方の挙手を求めます。 245 

（賛成者挙手） 246 

委 員 長 挙手多数でございます。 247 

 よって、本件は可とすべきものと決しました。 248 

         次に、残りの 249 

 議案第２号 平成30年度滝川市国民健康保険特別会計予算 250 

 議案第３号 平成30年度滝川市公営住宅事業特別会計予算 251 

 議案第４号 平成30年度滝川市介護保険特別会計予算 252 

 議案第５号 平成30年度滝川市後期高齢者医療特別会計予算 253 

 議案第７号 平成30年度滝川市下水道事業会計予算 254 

 議案第８号 平成30年度滝川市病院事業会計予算 255 

 議案第９号 平成30年度滝川市下水道事業会計資本金の額の減少について 256 

 議案第16号 滝川市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する条例 257 

 議案第17号 指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等 258 

の一部を改正する省令の施行に伴う関係条例の整備に関する条例 259 

 議案第20号 滝川市税条例の一部を改正する条例 260 

 議案第27号 滝川市国民健康保険条例及び滝川市基金条例の一部を改正する条 261 

例 262 

 議案第28号 滝川市介護保険条例の一部を改正する条例 263 

 議案第29号 滝川市指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する条例の一 264 
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部を改正する条例 265 

 の13件を一括採決いたします。 266 

 本案をいずれも可とすべきものに決することに異議ありませんか。 267 

（異議なしの声あり） 268 

委 員 長 異議なしと認めます。 269 

 よって、本件はいずれも可とすべきものと決しました。 270 

 お諮りいたします。委員長報告書については、正副委員長にご一任願えますか。 271 

（異議なしの声あり） 272 

委 員 長 そのように決定させていただきます。 273 

 以上で本委員会に付託されました議案の審査は全て終了いたしました。 274 

 挨拶 275 

委 員 長 この場合、市長から発言の申し出がありますので、これを許したいと思います。 276 

市  長 それでは、第２予算審査特別委員会が閉会するに当たりまして、委員長にお許 277 

しをいただきまして、一言ご挨拶を申し上げる次第でございます。 278 

 本委員会に付託された議案につきまして田村委員長、三上副委員長を初め委員 279 

各位に当たりましては、精力的にご審査、ご論議いただきまして、まことにあ 280 

りがとうございます。いずれもただいま可とご認定いただきましたことにお礼 281 

を申し上げる次第でございます。 282 

         本予算につきまして執行に当たりましては、財政健全化の中しっかりと行って 283 

いく所存でございますので、今後ともご指導のほどよろしくお願い申し上げま 284 

して、本委員会閉会に当たりましてのご挨拶とします。まことにありがとうご 285 

ざいました。 286 

委 員 長 ３月15日から延べ３日間、第２予算審査特別委員会の委員長並びに副委員長を 287 

務めさせていただきましたが、委員全員からのご質疑をいただき、所管からは 288 

適切な丁寧なる答弁をいただきましたことまことにありがとうございます。お 289 

かげで大過なく責任を果たされましたことを感謝申し上げ、退任のご挨拶とい 290 

たします。ありがとうございました。 291 

 以上で第２予算審査特別委員会を閉会いたします。ご苦労さまでした。 292 

閉  会 １１：２０ 293 


